
発言順
質問･質疑

の別

１　雨水排水対策の充実について

（1） 　雨水タンクの設置を奨励し、設置に対する助成制度を創設せよ。

２　結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援について

（1）
 「野々市版ネウボラ」とは具体的に、どのようなものを想定しているの
か伺う。

（2） 　子育て世代包括支援センターの整備について伺う。

（3）   結婚に対する支援とは、どのような支援を考えているのか伺う。

（1）
 「地域を網羅する賢いバス停による見守りサービス事業の創出と展開」
という提案について、内容を伺う。

１　野々市産の紙を作ってはどうか

（1） 　本市における１年間の用紙購入量と購入方法は？

（2） 　本市における１年間の文書廃棄量と処理にかかった費用は？

（3） 　本市における機密文書の廃棄方法は？

（4） 　役所内で機密文書や上質紙を再生し、紙を作ってはどうか？

２　本市におけるC I（コーポレートアイデンティティ）を制定せよ

（1）
　今年度、本市で製作されたポスター、刊行物は何種類あり、何部作成
されたか？

（2）
　本市職員名刺の保有率は？また、職員の持っている名刺のデザインは
統一されているか？

（3） 　本市におけるCIを制定してはどうか？

３　野々市における地方創生の成果とこれからの展望を伺う

（1）
　平成26年度からこれまで、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付
金 、地方創生加速化交付金 、地方創生推進交付金と国で交付金事業が
行われているが本市における取得状況は？

（2）
　これまでに取得した交付金に伴う事業内容と実行された事業があれば
成果は？

（3） 　これから行われる事業内容と実施スケジュールは？

４　産学官連携の推進を

（1） 　総務省から提出されたIoTサービス創出支援事業の事業内容は？

（2） 　本事業創出までの経緯は？

（3） 　産学官連携を推進するために本市が行なっている取り組みは？

３　IoTサービス創出支援事業について
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　65歳以上の障がい者医療費の現物給付について

（1）
　65歳以上の障がい者医療費の償還払い制度から現物支給型に移行でき
るように県に働きかけをお願いしたいがいかがか伺います。

２　マイナンバーカードの普及促進の支援について

（1）
　本市のマイナンバーカードの申請数、普及率と今後の対策について伺
います。

（2）
　カード申請に不安を抱える高齢者などに申請手続きの手伝いなど、申
請から交付までスムーズに市民が安心して手続きできるよう特設コー
ナーを設けて支援してはどうか伺います。

３　電子母子手帳サービスの推進について

（1）
　石川中央都市圏連携で、電子母子手帳システムの連携をして、予防接
種の周知を図ってはどうか伺います。

４　新生児聴覚検査の推進体制について

（1）
　本市の新生児の聴覚検査は生後どのくらいの時期に実施されているの
か伺います。

（2）
　受診率と発見されたときの対応、及び、どのような支援が行われてい
るのか伺います。

５　

（1） 　本市の今後の教育環境及び公共施設の取り組みについて伺います。

６　

（1） 　図書館の企画として「認知症コーナー」の設置について伺います。

７　

（1）
　自助を進める「女性の視点の防災ブック」の作成に取り組んではどう
か伺います。

８　

（1）
今後の展開として、これまでの中で継続して支援したい事業やさらに発
展させていきたい事業など、意欲的な団体が成長してきた場合の今後の
取り組みについて伺います。

　女性の視点で命を守る「防災ブック」の作成で在宅避難のコツを学ぶ
ことについて

大東　和美

新小中学校の建設用敷地を西部中央区画整理事業の中に確保することに
ついて

　図書館と福祉の連携で“認知症”の理解の輪について

　市民協働のまちづくりの一環で市民提案型事業の継続支援について
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　今春４月開設の、野々市市発達相談センターについて

（1）
　相談窓口を一本化されることにあたり、情報の共有化の具体の策を伺
う。

（2） 　地域社会への理解促進にあたり、具体の策について伺う。

（3）
　運営時間について、運営時間の延長や、休日の運営などを検討できな
いか伺う。

１　高齢者への免許返納呼びかけについて

（1）
　免許証返納者に、免許の有効期間はのっティのフリーパスを進呈する
ことを取り入れてはどうでしょうか。

（1）
　公共施設での連携についても、公共交通の連携も関連してくるのでは
ないでしょうか。

（1） 　罰則を設けない自転車保険加入を検討してはどうでしょうか。

（1） 　ＬＥＤ街灯にすべて切り替わるのは、いつごろと考えているのか。

３　自転車と歩行者の事故対策について

質　問
（総括）

54

２　連携中枢都市圏における、公共交通のありかたについて

宮前　一夫

４　各町内会で管理している街灯のＬＥＤ化について
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

（1）
　市総合教育会議、市教育委員会において教職員の業務の負担軽減を具
体化するための検討をはじめるべきではないか。

２　就学援助入学準備金について

（1）

  国は新年度から要保護児童生徒の新入学準備費用の補助単価をこれま
での２倍に引き上げた。これは昨年５月の参院文教科学委員会において
当時の馳浩文科相が国の就学援助の教育扶助単価が実態と大きくかい離
していることを認め、「必要な調査を行ったうえで、改善策を考える必
要がある」と答弁したことを受けたもので、すでに準要保護世帯にも国
の単価を適用する自治体が広がっている。今後、すべての自治体に一気
に広がることが予測できることから、市としても遅れることなく準要保
護世帯に国の単価を適用するよう求める。また、新年度の就学援助入学
準備費の支給対象者は小中学校それぞれ何人で、２倍に引き上げる場合
の追加予算額はいくら必要か。

（2）
  生活困窮世帯の児童生徒も希望をもって入学できるようにすべきであ
り、あらためて生活困窮世帯が立て替えをしなくて済むよう入学準備費
の入学前の早い時期に支給することを求める。

３　国民健康保険の都道府県化について 

（1）

　１８年度から石川県と県内市町による共同運営となるが、保険税額の
設定は各市町の判断に任されるのか。それとも県は標準税率の設定や賦
課・徴収などについてなんらかの内容を示しているのか。また、野々市
市としてどのような要望を出しているのか。

（2）
　市が被保険者の保険税負担軽減のために行う一般会計からの法定外繰
り入れについて、自治体事務として認められることになっているのか。

（3）
　保険税引き下げのための国からの支援金（１７年度も１７００億円）
を保険税引き下げに使うべきではないのか。また、これについて県から
なんらかの指示があるのか。

４　介護予防・日常生活支援総合事業について 

（1）

　個々の利用者のサービスがどうなっていくのか市の姿勢が問われるこ
とになるが、現行でも介護認定申請をさせない事例も聞かれる中、基本
チェックリストありきではなく、介護保険利用希望者には要介護認定の
申請権があることを周知し、申請を受け付けることを約束してくださ
い。

１　市立小中学校教職員の業務の負担軽減について

6
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１　本市内、施設一体型校舎小中一貫教育校開校の可能性について

（1）
　平成28年4月1日現在で、県内公立小学校が207校、公立中学校は84校あ
ると承知しているが、学校別児童生徒数上位10校に市内の学校が含まれ
ているのか伺う。

（2）
　学校教育法施行規則第41条から市内7小中学校の学校規模分類がそれぞ
れどの規模分類に該当するのか伺う。

（3）

　市内の学校児童数が著しく多いいわゆるマンモス校が慢性化しつつあ
る中、充分な義務教育課程の指導を提供できるのであろうか、また学習
指導要領改訂に伴い、ますます外国語の教科化を含め、質の充実を達成
する環境整備が求められます。文科省も推進されておる小中一貫教育の
中で「施設一体型校舎」の施設開校を目指した教育方針のビジョンに取
り入れる可能性は出来ないのか伺う。

２　姉妹提携都市との国際交流事業について

（1）

　約27年前の1990年3月30日当時、ニュージーランド国のギズボーン市と
姉妹都市協定書に調印したと伺っていますが、改めて当時の調印に至っ
た経緯と協定書にはどのような内容が明記してあるのか伺う、合わせて
現在、先方がどのような都市になっているのか所見を伺う。

（2）

　27年間という深い交流期間の一方では率直に冷え込んだ停滞感が否め
なく、中学生の隔年交換会に過ぎず、姉妹都市交流の本質から大きくか
け離れているように伺える。そのような観点からのギズボーン市と意見
交換を含めたコミュニケーションが図られているのか総括的な行政評価
を伺う。

（3）

　3年後の2020年には、ギズボーン市との姉妹都市締結30周年の節目を迎
えようとしております。本来の目的と意義を考える時期にきているので
はないでしょうか。
　これからの本市国際姉妹都市提携充実に向けてどのような展開を目指
しており、具体的なビジョンがどこまで描かれているのか、所見を伺
う。
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